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横手市雄物川町大塚の佐藤勝見さんのキュウリ畑では収穫作業の

ピークを迎えています。夜明けとともに始まる収穫作業は 7月 ～

10月まで続き、暑い中での作業はまさに体力勝負。鮮やかなグリ

ーンの葉を広げ日々ツルを伸ばしていくキュウリと毎日が真剣勝負

です。

キュウリ栽培を始めて 3年 目、新鮮で安全なキュウリを食卓へ届

けるため緑のカーテンの中での作業ははまだまだ続きます。
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一半
成
２．
年
１２
月
１５
日

「農

地
法
等
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

新
た
な
農
地
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、

①
農
地
の
減
少
を
食
い
止

め
、

農
地
の
確
保
を
図

り
ま
す

②
農
地
を
貸
し
や
す
く
、

借
り
や
す
く
し
ま
す

③
農
地
の
効
率
的
な
利
用

を
図
り
ま
す

こ
れ
に
よ
り
、

わ
が
国

の
食
料
の
安
定
供
給
の
確

保
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の

一
環
を
担
う

「農

地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
」

と
は
、

市
が
承
認
し
た
農

地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体

が
、

農
地
所
有
者
と
耕
作

者
の
間
に
立
ち
、

協
議
調

整
を
行
い
、

農
地
の
効
率

的
な
利
用
促
進
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

横
手
市
で
は
、

例
横
手

市
み
ど
り
公
社
が
、

農
地

利
用
集
積
円
滑
化
団
体
と

し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

し

○
耕
作
者

（担
い
手
）
面
積
要
件

経
営
面
積
が
農
地
の
斡
せ
ん
基
準
面

積
以
上
の
農
業
者
又
は
農
業
法
人
に

限
り
ま
す
。

（斡
せ
ん
基
準
面
積
は

地
域
で
異
な
り
ま
す
）

○
申
請
地
下
限
面
積

概
ね
１０
ａ
以
上
と
し
ま
す
。

（概
ね
と
は
８
割
以
上
を
い
い
ま
す
）

○
出
し
手
の
要
件

契
約
者
は
原
則
所
有
者
に
限
り
ま
す
。

（小
作
地
や
使
用
貸
借
し
て
い
る
農

地
は
合
意
解
約
が
必
要
で
す
）

○
農
業
者
年
金
受
給
者
関
係

経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

が
貸
付
け
る
時
は
、

１０
年
以
上
の
賃

借
期
間
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
関
係
す
る
土
地
改
良
区
、

賦
課
金
の
負
担

区
分

双
方
の
取
り
決
め
に
従
い
、

精
算
し

ま
す
。

じ

○
農
地
の
所
在

横
手
市
に
存
す
る
農
地
で
、

原
則
農

振
農
用
地
区
域
内
と
し
ま
す
。

（農

振
除
外
地
域
に
つ
い
て
も
、

農
用
地

区
域
内
の
農
地
と

一
体
的
に
耕
作
さ

れ
て
い
る
場
合
は
契
約
可
能
で
す
）

賃
借
権
を
希
望
す
る
農
地
に
つ
い
て
、

農

地
の
権
利
関
係
、

年
金
、

納
税
猶
予
等
の
確

認
、

農
用
地
区
域
内
の
農
地
か
否
か
な
ど
の

確
認
を
行
い
ま
す
。

出
来
る
だ
け
余
裕
を
も

っ
て
ご
相
談
下
さ
い
。

公社借入

452イ牛

417ha

公社貸付

338イ牛

417ha

みどり公社では、平成22年6月末までに約420 haの

農地について、借入 ・貸付を行つています。

農地利用集積円滑化団体

(みどり公社)

●農地所有者にとっては、みずから貸付先を探す必

要もなく、安心して農地を任せることができます。

●担い手にとつては、多数の所有者と交渉する必要

もなく、バラバラになっている農地を面的にまと

めることによつて、効率的な農作業が可能となり

ます。


